
平
安
時
代
に
書
写
さ
れ
、
埋
納
さ
れ
た
瓦
経
片
の
復
原
研
究
の

一
部
と
し
て
、
現
在
民
間
に
所
有
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
、

経
典
の
同
定
と
可
能
な
限
り
の
復
原
、
さ
ら
に
復
原
上
の
問
題
点

に
つ
い
て
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

名
古
屋
市
在
住
の
神
谷
達
也
氏
が
所
蔵
さ
れ
る
瓦
経
片
二
点
が

あ
る
。①

金
剛
頂
経
喩
伽
修
習
毘
慮
遮
那
三
摩
地
法

表
面
に

口
覚
眼
開
敷
照
三
有
」

請
転
於
元
上
妙
法
輪
」

口
臨
般
元
餘
涅
槃
者
」

と
あ
り
、
裏
面
に
は

は

じ

め

に

瓦

経

片

の

復

原

試

考

〔
空
白
〕
不
捨
悲
願
救
世
間
」

口
慮
舎
那
仏
〔
空
白
〕
＇
」

…
…
…
…
我
不
失
菩
提
心
」

…
…
…
…
…
口
支

□口
捨
」

と
判
読
で
き
る
経
文
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
大
唐
贈
開
府
儀
同
三
司

謳
大
弘
教
三
蔵
沙
門
金
剛
智
奉
詔
訳
」
に
よ
る
『
金
剛
頂
経
喩

伽
修
習
毘
慮
遮
那
一
一
一
摩
地
法
』
を
書
写
し
た
も
の
と
考
え
る
。
た

だ
、
こ
の
破
片
は
表
面
の
最
終
行
か
ら
裏
面
の
最
初
行
に
続
く
部

分
で
あ
る
の
で
表
裏
共
に
何
行
の
書
写
で
あ
る
か
は
判
断
で
き
な

い
。
（
こ
の
形
式
の
瓦
経
ほ
恐
ら
く
表
裏
共
に
十
五
行
が
書
写
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
）
そ
こ
で
こ
の
経
文

に
相
当
す
る
偽
文
に
つ
い
て
の
み
復
原
す
る
こ
と
を
し
た
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
（
以
下
『
大
正
大
蔵
経
』
と
略
す
）
に

①
 

よ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
表
〕
由
是
献
身
方
便
故

次
以
己
身
仏
海
前

網

干

便
能
示
現
種
種
身

合
掌
醐
脆
懺
諸
咎

善

教
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〔裏〕

無
始
輪
廻
諸
有
中
身
口
意
業
所
生
罪

如
仏
菩
薩
所
懺
悔
我
今
陳
懺
亦
如
是

又
応
深
発
歎
喜
心
随
喜
一
切
福
智
棗

諸
仏
菩
薩
行
願
中
金
剛
一
二
業
所
生
福

縁
覚
声
聞
及
有
情
所
集
善
根
尽
随
喜

復
観
諸
仏
坐
道
樹
己
身
各
請
転
法
輪

一
切
世
燈
坐
道
場
覚
眼
開
敷
照
三
有

我
皆
胡
脆
先
勧
請
転
於
無
上
妙
法
輪

又
皆
勧
請
諸
世
尊
＿
不
般
涅
槃
恒
住
世
＿

所
有
如
来
三
界
主
臨
般
無
余
涅
槃
者

9

9

9

9

9

9

9

,

．
 

我
皆
勧
請
恒
久
住
不
捨
悲
願
救
世
間

一
…
…
…
…
…
…
慮
舎
那
叫
＿

懺
悔
随
喜
勧
請
福
願
我
不
失
菩
提
心

諸
仏
菩
薩
妙
衆
中
常
為
善
支
不
厭
捨

離
於
八
難
生
無
難
宿
命
住
智
相
厳
身

遠
離
愚
迷
具
悲
智
悉
能
満
足
波
羅
蜜

富
楽
豊
饒
生
勝
族
巻
属
広
多
恒
熾
盛

四
無
凝
弁
十
自
在
六
通
諸
禅
悉
円
満

如
金
剛
瞳
及
普
賢
願
讃
廻
向
亦
如
是

行
者
次
修
一
二
摩
地
珈
訣
端
身
入
正
受

四
無
量
心
尽
法
界
修
習
運
用
如
法
教

即
入
普
賢
三
昧
耶
体
同
薩
埋
金
剛
故

定
慧
和
合
金
剛
縛
忍
願
二
度
建
如
撞

纏
誦
本
誓
印
真
言
身
処
月
輪
同
薩
埠

〔裏〕 〔表〕
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次
に
こ
の
瓦
経
の
復
原
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
挙
け
る
こ
と
す

る。
第
一
に
、
瓦
経
の
表
面
の
終
り
よ
り
二
行
目
に
「
転
於
無
上
妙

法
輪
」
と
い
う
偶
文
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
大
正
大
蔵
経
』
に
よ

っ
て
み
る
と
こ
の
文
は
終
り
か
ら
三
行
目
に
相
当
す
る
も
の
も
の

で
あ
っ
て
、
こ
の
間
に
「
不
般
涅
槃
恒
住
世
」
と
い
う
偶
文
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
こ
の
文
が
な
れ
ば
、
こ
こ
で
一
行
を
脱

し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
最
終
行
と
対
比
す
る
と
一
句

七
字
だ
け
が
脱
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「
又
皆
勧
請
諸
世
尊

不
般
涅
槃
恒
住
世
」
の
二
句
一
行
を
書
き
漏
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
裏
面
を
み
る
と
、
二
行
目
に
「
…
…
慮
舎
那
仏
」
と

書
写
さ
れ
た
一
行
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
…
…
毘
慮
遮
那
仏
」
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
一
一
行
目
の
下
段
に
「
願
我
不
失
菩
提
心
」
と

あ
る
か
ら
、
『
大
正
大
蔵
経
』
に
な
い
「
…
…
毘
慮
舎
那
仏
」
の

一
行
が
書
写
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
何
故
こ
こ
に
、
「
毘
慮
舎

那
仏
」
の
仏
名
が
挿
入
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

第
三
に
、
瓦
経
の
裏
面
三
行
目
の
下
か
ら
四
字
目
に
「
支
」
と

い
う
文
字
が
あ
る
。
『
大
正
大
蔵
経
』
の
脚
註
の
記
号
を
み
て
、

こ
れ
を
示
す
と

支
1
1
友
（
宋
・
元
・
明
三
本
、
宮
内
省
図
書
寮
本
旧
宋
本
）②

、

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
す
で
に
指
摘
し
た
如
く
こ

の
瓦
経
の
写
経
の
原
本
と
な
っ
た
の
は
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
旧

宋
本
」
と
同
一
の
経
典
で
は
な
い
と
推
察
で
き
る
。

以
上
は
復
原
過
程
で
判
明
し
た
問
題
点
で
あ
る
。

な
お
従
来
か
ら
行
っ
て
き
て
瓦
経
の
復
原
の
所
見
か
ら
す
る
と

偶
文
の
書
写
は
四
字
一
句
ま
た
は
五
学
一
句
の
場
合
は
四
句
一
行

で
あ
る
こ
と
、
七
字
一
句
の
場
合
は
、
二
句
一
行
が
原
則
ら
し
い

こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
通
例
の
書
写
型
式

に
よ
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
。

次
に
、
瓦
経
の
大
き
さ
の
復
原
で
あ
る
が
、
こ
の
瓦
経
は
偶
文

に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
こ
と
と
、
行
数
が
不
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
縦
、
横
共
に
正
確
な
計
測
の
復
原
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
一

行
が
七
字
一
句
、
二
句
一
行
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
中
央
に
経
文
が

書
写
さ
れ
て
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
上
段
と
下
段
の
中
間
点
か
ら

下
端
ま
で
の
計
測
値
が
十
ニ
・
ニ
糎
で
あ
る
か
ら
、
縦
の
長
さ
は

そ
の
二
倍
の
二
四
・
糎
位
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

横
幅
に
つ
い
て
ほ
罫
線
の
幅
が
平
均
一
・
八
糎
の
通
例
の
様
式

で
あ
り
、
表
裏
共
に
十
五
行
と
し
、
両
端
各
々
一
・
三
糎
を
加
え

る
と
二
九
・
六
糎
と
な
る
。

次
に
こ
の
瓦
経
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。

瓦
経
に
書
写
さ
れ
た
経
典
は
通
常
「
法
華
部
」
や
「
密
教
部
」

の
経
典
が
多
い
。
こ
の
う
ち
「
密
教
部
」
で
は
「
秘
密
三
経
」
の

例
は
多
い
が
、
こ
の
瓦
経
の
よ
う
に
『
金
剛
頂
経
喩
伽
修
習
毘
慮

遮
那
三
摩
地
法
』
を
写
し
た
例
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

因
み
に
、
『
金
剛
頂
経
喩
伽
修
習
毘
慮
遮
那
三
摩
地
法
』
は
『
喩

伽
修
習
毘
慮
遮
那
一
二
摩
地
法
』
あ
る
い
は
『
毘
慮
遮
那
一
二
摩
地
法
』

と
も
略
称
さ
れ
る
密
教
部
経
典
で
あ
る
。

経
典
の
内
容
は
、
解
説
に
よ
る
と
「
金
剛
界
毘
慮
遮
那
如
来
の
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三
摩
地
を
修
習
す
る
法
を
説
い
た
も
の
。
す
な
わ
ち
本
尊
を
大
日

如
来
と
し
て
、
五
相
成
身
の
喩
伽
観
法
に
依
っ
て
即
身
成
仏
の
要

諦
を
説
き
、
次
に
四
摂
及
び
八
供
養
等
の
法
を
説
く
」
と
さ
れ
、

「
空
海
は
即
身
成
仏
義
等
に
本
経
を
引
用
し
、
即
身
成
仏
の
経
証

と
し
て
い
る
。
以
っ
て
真
言
密
教
の
諸
経
中
に
お
け
る
重
要
性
を

知
る
べ
き
で
あ
る
」
と
意
義
づ
け
、
「
空
海
、
円
仁
、
恵
達
、
円

③
 

珍
、
宗
叡
等
の
請
来
に
係
る
」
経
典
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
三
蔵
沙
門
金
剛
智
は
咸
享
二
年
（
六
七
一
）
に
生
れ
、

開
元
二
十
九
年
（
七
四
一
）
に
遷
化
し
た
僧
で
、
こ
の
経
典
は
開

元
十
九
年
（
七
三
一
）
か
ら
二
十
四
年
（
七
三
六
）
に
か
け
て
訳

出
さ
れ
た
新
訳
経
典
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

次
に
こ
の
経
典
を
通
例
の
表
裏
共
十
五
行
、
一
枚
計
一
＿
一
十
行
の

書
写
と
す
る
と
全
部
を
書
写
す
る
の
に
十
一
枚
を
要
す
る
計
算
と

な
る
。
そ
の
場
合
、
こ
の
破
片
は
第
三
枚
目
に
相
当
す
る
こ
と
に

な
る
。さ

ら
に
、
こ
の
瓦
経
の
出
土
地
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。
所
有

者
は
、
購
入
者
よ
り
聞
き
及
ぶ
と
こ
ろ
、
伊
勢
小
町
塚
の
出
土
品

と
さ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
伊
勢
市
浦
口
町
三
丁
目
所
在
の
小
町
塚
経

塚
の
出
土
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。

②
大
毘
慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
巻
第
三
悉
地
出
現
品

第
六

神
谷
達
也
氏
所
蔵
の
も
う
一
片
の
瓦
経
に
は
、
表
面
に
、

…
…
…
口
無
所
不
至
真
言
日
（
空
白
）
」

:
 ．．．．．．． 
口
帝
曝
麟
噸
微
湿
囃
年
契
幣
」

（
以
下
空
白
）

…
…
…
暗
噂
四

と
あ
り
、
裏
面
に
は

…
…
…
普
遍
即
時
一
切
法
界
諸
朦
聞
」

…
…
之
音
而
互
出
盤
諸
菩
薩
聞
是
已
」

…
…
…
…
発
微
妙
言
音
於
一
切
智
離
」

と
あ
り
、
表
裏
共
に
三
行
だ
け
が
判
読
で
き
る
。
こ
れ
は
『
大
毘

慮
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
の
巻
第
三
「
悉
地
出
現
品
第
五
」
が

書
写
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
表
面
の
最
終
行
か
ら
裏
面

の
最
初
行
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
表
裏
共
に
何
行
の
書
写
で
あ
る

か
は
判
ら
な
い
。

④
 

そ
こ
で
『
大
正
大
蔵
経
』
に
よ
っ
て
、
表
面
は
改
行
の
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
か
ら
七
行
分
を
、
裏
面
は
頌
文
の
前
ま
で
の
四
行
に
つ

い
て
復
原
す
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

〔
表
〕
爾
時
世
尊
復
住
三
世
無
凝
力
依
如
来
加
持
不

思
議
力
依
荘
厳
清
浄
蔵
三
昧
即
時
世
尊
従
一
―
―

摩
鉢
底
中
出
無
尽
界
無
尽
語
表
依
法
界
力
無

等
力
正
等
覚
信
解
以
一
音
声
四
処
流
出
普
遍

一
切
法
界
与
虚
空
等
無
所
不
至
真
言
日

南
麿
薩
婆
恨
他
引
菓
帝
噸
暉
↓
微
湿
囃
↑
官
契
弊

（闇）

鴎
拿
薩
婆
他
三
阿
阿
引
暗
喝
四

（門）

d
~

言

9
~
9
9
9
9
9
.

〔
裏
〕
正
等
覚
心
従
是
普
遍
即
時
一
切
法
界
諸
声
聞

従
正
等
覚
幌
織
之
音
而
互
出
声
諸
菩
薩
聞
是
已

得
未
曾
有
開
敷
眼
発
微
妙
言
音
於
一
切
智
離

L→ 
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〔裏］ ［表〕

熱
者
前
而
頌
日
（
以
下
略
）

さ
て
、
こ
の
瓦
経
片
に
つ
い
て
復
原
過
程
で
の
問
題
点
を

述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
に
、
表
面
最
終
行
の
下
か
ら
二
字
目
は
瓦
経
で
は

「
暗
」
と
記
し
て
い
る
。
『
大
正
大
蔵
経
』
で
は
「
闇
」
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
裏
面
一
行
目
の
十
七
字
目
の
文
字
が
、
瓦
経
で

は
「
聞
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
大
正
大
蔵
経
』
で
は

「
門
」
と
あ
り
、
そ
の
脚
註
に
よ
れ
ば
「
聞
」
と
す
る
の
は
、
宋

・
元
・
明
三
本
、
宮
内
省
図
書
寮
本
（
現
宮
内
庁
書
陵
部
）
の
旧

宋
本
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
き
に
も
指
摘

し
た
如
く
、
瓦
経
書
写
の
原
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
ま
た

は
「
乙
本
」
よ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

第
二
に
、
裏
面
二
行
目
が
十
八
字
書
写
さ
れ
て
い
て
、
他

の
行
よ
り
一
字
多
い
。
こ
れ
は
瓦
経
書
写
に
往
々
に
し
て
見

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
破
片
を
み
て
も
下
段
の
方
が

か
な
り
詰
め
ら
れ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
様
相
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
行
の
み
十
八
字
に
し
な
く
と
も
、
四
行
且
が
六
字

で
改
行
に
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
の
に
、
何
故
字
間
を
詰

め
て
十
八
字
詰
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
さ
ほ
ど
重
要
な
問
題
で
は
な
く
、
単

な
る
写
経
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
に
、
こ
の
瓦
経
が
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
各
十
五
行
、

偶
頌
文
は
五
字
一
句
の
場
合
、
四
句
一
行
、
七
字
一
句
の
場
合

二
句
一
行
の
原
則
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
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「
巻
第
一
―
-
」
の
第
三
枚
目
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
こ
の
瓦
経
の
一
枚
の
大
き
さ
の
復
原
で
あ
る
が
、
縦
は
、

裏
面
一
行
目
の
「
遍
即
時
一
切
法
界
諸
声
聞
」
の
十
字
分
が
十
二

•
五
糎
で
あ
り
、
こ
の
比
率
で
一
行
を
十
五
字
と
し
、
下
端
緑
一

・
六
糎
の
計
測
値
が
、
上
端
縁
と
同
数
値
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と

約
二
十
二
糎
（
計
算
上
は
二
十
一
・
九
五
糎
）
と
な
る
。

横
幅
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
如
く
行
数
が
不
明
で
あ
る
た
め
判

断
で
き
な
い
が
、
通
例
の
如
く
表
裏
共
に
十
五
行
と
す
る
と
、
野

線
の
幅
が
平
均
一
・
九
糎
、
両
端
縁
も
各
一
・
九
糎
で
あ
る
か

ら
、
全
体
と
し
て
は
三
十
ニ
・
三
糎
と
な
る
。
厚
さ
は
一
・
七
糎

で
あ
る
。

愛
知
県
豊
橋
市
美
術
館
の
所
蔵
に
な
る
瓦
経
片
が
一
点
あ
る
。

同
館
後
藤
清
司
氏
の
説
明
に
よ
る
と
、
「
発
見
者
は
す
で
に
他
界

し
て
い
る
が
、
書
き
遺
さ
れ
た
も
の
に
よ
る
と
伊
勢
山
田
と
の
こ

と
」
で
あ
る
。
こ
の
伊
勢
山
田
と
は
小
町
塚
経
塚
の
出
土
品
で
そ

の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

さ
て
、
こ
の
瓦
経
片
は
、
裏
面
左
欄
外
に
「
金
剛
頂
経
中
七
」

と
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
金
剛
頂
経
」
と
は
『
大
正
大
蔵

経
』
所
輯
に
よ
る
と
「
開
府
儀
同
三
司
特
進
試
鴻
腫
卿
粛
図
公
食

邑
一
―
―
千
戸
賜
紫
贈
司
空
誼
大
萎
正
号
大
広
智
大
興
善
寺
三
蔵
沙
門

不
空
」
の
奉
詔
訳
で
あ
る
『
金
剛
頂
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
證

大
教
王
経
』
で
あ
り
、
「
中
」
と
は
「
巻
中
」
で
あ
る
。
「
七
」

は
「
七
枚
目
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
こ
れ
だ
け
の

こ
と
が
判
明
し
て
お
れ
ば
、
問
題
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

実
際
に
復
原
を
し
て
み
る
と
や
は
り
問
題
が
あ
る
。

先
ず
、
瓦
経
を
み
る
と
、
表
面
に

·
…
…
•
•
（
空
行
）
…
…
…
」

…
…
…
（
空
行
）
…
…
…
」

…
…
…
口
口
来
法
印
従
彼
」

と
あ
る
。
裏
面
に
は

…
…
…
口
為
一
鶴
為
金
剛
」

．．．．．． 
口
金
剛
摩
尼
賓
峯
棲
」

…

…

口

此

喘

胞

南

」

⑤
 

と
あ
る
。
こ
れ
を
『
大
正
大
蔵
経
』
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な

問
題
が
あ
る
。

第
一
に
裏
面
の
「
…
…
一
体
為
金
剛
：
・
・
・
・
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼
：
・

…
此
嘔
堕
南
」
の
う
ち
最
後
の
「
…
…
此
喘
廂
南
」
と
い
う
経
文

は
「
説
此
哩
廂
南
」
で
、
こ
れ
以
下
改
行
と
な
る
の
は
「
巻
中
」
だ

け
で
二
十
六
ケ
所
も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
一
行
前
に
「
…
…
金
剛

摩
尼
峯
楼
」
と
あ
り
、
そ
の
さ
ら
に
一
行
前
に
「
…
…
為
一
体
為

金
剛
」
と
あ
る
箇
所
を
み
る
と
七
箇
所
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
裏
面
に
相
当
す
る
経
文
だ
け
で
は
「
巻
中
」
の
ど

の
箇
所
で
あ
る
か
同
定
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
表
面
と
思
わ
れ
る
他
面
を
み
る
と
、
は
じ
め
二
行
に

文
字
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
破
片
は
下
端
部
で
あ
る
か
ら
、
す
べ

て
空
行
か
、
若
し
く
は
少
な
く
と
も
一
行
の
う
ち
下
端
八
字
分
以
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〔裏〕 〔表］

上
が
改
行
の
た
め
に
空
白
と
な
る
箇
所
を
探
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
「
…
…
此
喘
陀
南
」

の
方
が
表
面
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
、
二
十
六

箇
所
す
べ
て
、
「
此
喘
陀
南
」
に
続
く
経
文
が
、

五
字
一
句
、
四
句
一
偶
の
偶
頌
で
あ
る
か
ら
、

一
行
乃
至
二
行
に
書
写
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
場
合
通
例
で
は
一
行
で
あ

る
が
、
一
行
に
書
写
す
る
と
、
一
行
二
十
字
と

な
る
か
ら
、
次
の
行
に
空
白
の
で
き
る
可
能
性

は
全
く
な
い
。
そ
う
す
る
と
次
の
可
能
性
と
し

て
二
行
に
書
写
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
考
え
た
場

合
、
二
行
の
空
白
の
次
の
三
行
目
が
「
如
来
法

印
従
彼
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

二
十
六
箇
す
べ
て
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
そ
の

よ
う
な
箇
所
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
だ
と
す
る

と
必
然
的
に
「
…
…
此
喘
陀
南
」
の
方
が
裏
面

の
最
終
行
で
あ
り
、
三
行
目
に
「
如
来
法
印
従

彼
」
と
あ
る
位
置
が
表
面
の
一
―
一
行
目
に
相
当
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
表
裏
の
区
別

は
確
定
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
手
続
に
よ
っ
て
表
裏
が
確
定

す
る
と
、
表
面
の
は
じ
め
二
行
が
空
白
に
な
り

三
行
目
に
「

．．．．．． 
如
来
法
印
従
彼
」
と
あ
っ
て
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改
行
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
以
下
に
十
数
行
乃
至
二
十
数
行
後
に

「
…
…
為
一
体
為
金
剛
…
…
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼
…
…
此
嘔
陀
南
」

と
あ
る
経
文
の
箇
所
を
探
し
、
し
か
も
「
七
枚
目
」
に
相
当
す
る

に
適
し
た
部
分
を
検
索
す
る
と
、
次
の
箇
所
し
か
考
え
ら
れ
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
そ
の
同
定
復
原
を
示
す
。

〔
表
〕
大
天
女
従
自
心
出

囃
日
囃
二
合
覧
鴎
以
帝

従
一
切
如
来
心
織
出
已
出
一
切
如
来
法
印
従
彼

彼
一
切
如
来
法
印
彼
婆
伽
梵
持
金
剛
為
一
切

世
界
微
塵
等
如
来
身
復
棗
為
一
体
為
金
剛
歌

詠
大
天
女
依
世
尊
観
自
在
王
如
来
左
辺
月
輪

而
住
説
此
喘
咤
南

奇
哉
成
歌
詠
我
供
諸
見
者
由
此
供
養
故
諸
法
如
響
応

爾
時
世
尊
毘
慮
遮
那
復
入
一
切
如
来
舞
供
養

所
生
名
金
剛
三
摩
地
一
切
如
来
族
大
天
女
従

自
心
出

囃
日
囃
二
合
僑
哩
二
合
帝
曳

従
一
切
如
来
心
織
出
已
出
一
切
如
来
舞
広
大

儀
従
彼
出
一
切
如
来
舞
供
養
儀
則
彼
婆
伽
梵

持
金
剛
為
一
切
世
界
微
塵
等
如
来
身
復
豪
為

9

9

ヽ
9

ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
`

一
体
為
金
剛
舞
大
天
女
依
世
尊
不
空
成
就
如

来
左
辺
月
輪
而
住
説
此
喘
陀
南

奇
哉
広
供
養
作
諸
供
養
故
由
金
剛
舞
儀
安
立
仏
供
養

一
切
如
来
無
上
安
楽
悦
意
三
昧
耶

〔裏〕

一
切
如
来
霊
一
切
如
来
諷
詠
一
切
如
来
無
上

作
供
養
業
如
是
一
切
如
来
秘
密
供
蓑

爾
時
世
尊
不
動
如
来
奉
答
毘
慮
遮
那
如
来
供

養
故
入
一
切
如
来
能
悦
沢
一
―
―
昧
耶
所
生
名
金

剛
三
摩
地
一
切
如
来
婢
使
従
自
心
出

囃
日
囃
二
合
杜
閉

従
一
切
如
来
心
織
出
已
則
彼
婆
伽
梵
持
金
剛

為
種
種
儀
焼
香
供
猜
雲
厳
飾
舒
遍
一
切
金
剛

界
出
已
従
彼
焼
香
供
養
雲
海
出
一
切
世
界
微

塵
等
如
来
身
復
緊
為
一
体
為
金
剛

焼
香
天
女
身
依
世
尊
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼

閣
隅
左
辺
月
輪
而
住
説
此
嘔
陀
南

こ
の
よ
う
に
『
金
剛
頂
経
』
「
巻
中
」
の
七
枚
目
に
相
当
し
、

前
掲
の
諸
条
件
に
合
致
す
る
部
分
に
つ
い
て
表
裏
共
に
十
五
行
、

計
三
十
行
の
原
則
に
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
如
く
復
原
を
試
み

た
。
し
か
し
こ
れ
に
は
多
く
の
問
題
点
を
も
つ
。
経
典
と
の
同
定

復

原

の

前

提

と

し

て

は

-

①
一
行
十
七
字
詰
、
表
裏
各
十
五
行
、
計
一
二
十
行
の
原
則
に

よ
っ
て
復
原
す
る
。

＠
表
面
二
行
の
下
端
部
が
空
白
と
な
り
、
三
行
目
の
下
端
に

「
•
…
・
・
来
法
印
従
彼
」
と
あ
る
部
分
を
表
面
と
す
る
。

◎
五
字
一
句
、
四
句
一
行
の
原
則
に
よ
る
。

こ
の
よ
う
に
み
る
と
問
題
は
二
箇
所
で
生
じ
る
。

第
一
ほ
、
全
体
と
し
て
一
―
-
+
―
行
に
な
る
。
こ
れ
は
大
き
な
矛
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盾
で
あ
る
。
理
由
は
表
裏
の
行
数
が
同
一
と
す
る
、
ど
の
よ
う
な

場
合
も
偶
数
行
で
あ
っ
て
、
奇
数
に
な
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
瓦

経
片
の
場
合
、
一
行
超
過
す
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

ど
こ
か
の
行
で
文
字
を
詰
め
て
一
行
減
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
合
、
表
面
十
一
行
目
の
「
自
心
出
」
の
場

所
以
外
は
、
文
字
数
が
多
く
一
行
を
減
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

ま
た
偶
頌
が
二
箇
所
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
五
字
一
句
、
二
句
一
行

に
し
て
二
行
と
す
る
と
、
全
体
の
割
付
け
が
合
致
し
な
く
な
る
か

ら
、
こ
れ
は
や
は
り
五
字
一
句
、
四
句
一
偶
一
行
と
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
若
し
、
こ
の
間
で
一
行
詰
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に

ほ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
行
の
脱
行
が
あ
る
こ
と
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
一
＿
一
十
一
行
と
い
う
の
は
矛
盾
で

あ
る
。第

二
に
、
一
行
十
七
字
の
原
則
を
貫
く
と
、
裏
面
最
終
の
文
字

の
残
存
す
る
部
分
が
不
揃
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
瓦
経
に
み
ら
れ

る
文
字
を
忠
実
に
復
原
す
る
と

「
塵
等
如
来
身
復
豪
為
一
体
為
金
剛
」

「
焼
香
天
女
身
依
世
尊
金
剛
摩
尼
宝
峯
楼
」

「
閣
隅
左
辺
月
輪
而
住
説
此
唱
陀
南
」

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
十
三
字
、
十
五
字
、
十
六
字
（
下

端
三
字
分
改
行
の
た
め
空
白
）
と
な
っ
て
、
文
字
数
が
不
揃
い
で

あ
る
と
同
時
に
一
行
の
文
字
数
が
か
な
り
不
足
す
る
。
こ
れ
は
こ

の
部
分
だ
け
で
な
く
、
全
体
に
及
ん
で
く
る
問
題
で
あ
る
。

以
上
挙
げ
た
よ
う
な
矛
盾
を
も
つ
が
、
そ
れ
は
瓦
経
片
の
残
存

す
る
部
分
が
、
『
金
剛
頂
経
』
の
な
か
で
も
、
同
じ
経
文
が
繰
返

さ
れ
る
と
こ
ろ
に
当
り
、
ま
た
破
片
が
小
さ
い
こ
と
に
も
原
因
が

あ
る
。
し
か
し
、
復
原
に
必
要
な
最
低
限
の
条
件
を
も
つ
も
の
で

あ
る
か
ら
、
辛
じ
て
経
典
に
同
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
に
瓦
経
の
原
形
の
大
き
さ
の
復
原
で
あ
る
。
前
述
の
如
く

復
原
の
行
数
に
や
や
不
確
定
な
要
素
は
あ
る
が
、
表
裏
計
―
―
-
+
-

行
と
い
う
奇
数
行
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
や
は
り
三
十
行
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
表
面
の
野
線
一
行
の
幅
が
一
・

八
糎
、
一
・
九
糎
で
あ
り
、
裏
面
の
一
行
が
一
・
八
糎
、
一
・
七

糎
で
あ
る
か
ら
、
平
均
一
・
八
糎
が
十
五
行
、
そ
れ
に
左
右
縁
が

表
裏
共
に
一
・
三
糎
で
あ
る
か
ら
、
瓦
経
一
枚
の
復
原
数
値
は
二

十
九
・
六
糎
と
な
る
。

次
に
縦
の
大
き
さ
は
上
下
縁
共
に
一
・
七
糎
と
し
、
表
面
の

印
従
彼
」
の
四
字
が
五
・
七
糎
で
あ
る
か
ら
、
十
七
字
と
し
て
推

「
法
定
す
る
と
復
原
二
十
四
・
七
糎
と
な
る
。
裏
面
の
「
金
剛
摩

尼
宝
峯
楼
」
の
七
字
が
九
・
九
糎
で
あ
る
か
ら
、
推
定
二
十
四
・

六
糎
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
差
は
僅
か
で
あ
り
、
誤
差
は

あ
ま
り
な
い
と
み
て
よ
い
。
厚
さ
は
一
・
五
糎
で
あ
る
。

次
の
一
点
は
鳥
取
県
気
高
郡
鹿
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
長

岡
健
二
氏
の
紹
介
に
よ
っ
て
実
見
す
る
こ
と
の
で
き
た
瓦
経
片
で

あ
る
。

現
在
の
所
有
者
は
鳥
取
市
伏
野
九
九
二
在
住
の
田
中
千
里
氏
で
あ
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り
、
拾
得
者
は
同
所
田
中
久
秋
氏
と
い
う
。

出
土
経
過
に
つ
い
て
は
、
田
中
久
秋
著
の
『
末
恒
村
志
』
（
大

正
四
年
十
一
月
十
七
日
刊
）
に
は
、
大
正
十
五
年
、
伏
野
字
金
崎

の
川
の
ほ
と
り
（
末
恒
小
学
校
が
校
庭
拡
張
工
事
を
行
っ
た
と
こ

ろ
）
か
ら
得
た
。
そ
れ
は
瓦
経
の
破
片
で
あ
る
。
確
か
に
乎
安
末

の
遺
物
で
、
仏
教
が
趣
味
化
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
両
面
に

文
字
が
彫
っ
て
あ
る
。
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る
。
「
仏
教
が
趣
味

化
し
た
時
代
」
と
い
っ
た
内
容
に
は
問
題
は
あ
る
が
、
事
実
関
係

と
し
て
こ
の
瓦
経
が
、
鳥
取
市
伏
野
（
旧
気
高
郡
末
恒
村
）
の
出

土
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
こ
の
瓦
経
を
み
る
と
、
表
面
に

…
…
手
合
掌
遠

□口

・
：
口
如
来
目
不
暫
捨

…
…
詞
薩
亦
従
座
起
」

と
あ
り
、
裏
面
に
相
当
す
る
経
文
に

…
…
口
誦
持
故
専
心
」

…
・
：
日
至
三
七
日
得
」

…
…
然
後
得
見
復
有
」

と
判
読
で
き
る
文
字
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
経
文
は
「
宋
元
嘉
年
曇

無
蜜
多
於
楊
州
訳
」
の
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
で
あ
る
か

⑥
 

ら
『
大
正
大
蔵
経
』
に
よ
っ
て
復
原
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
表
〕
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経

如
是
我
聞
一
時
仏
在
毘
舎
離
国
大
林
精
舎
重

閣
講
堂
告
諸
比
丘
却
後
三
月
我
当
般
涅
槃
尊

〔裏〕 〔表〕
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〔裏〕

者
阿
難
即
従
座
起
整
衣
服
叉
手
合
掌
邊
仏
三

匝
為
仏
作
礼
胡
脆
合
掌
諦
銀
如
来
目
不
暫
捨

長
老
摩
詞
迦
葉
弥
勒
菩
薩
摩
詞
薩
亦
従
座
起

合
掌
作
礼
瞭
仰
尊
顔
時
三
大
士
異
口
同
音
而

白
仏
言
世
尊
如
来
減
後
云
何
衆
生
起
菩
薩
心

修
行
大
乗
方
等
経
典
正
念
思
惟
一
実
境
界
云

何
不
失
無
上
菩
提
之
心
云
何
復
当
不
断
煩
悩

不
離
五
欲
得
浄
諸
根
減
除
諸
罪
父
母
所
生
清

浄
常
眼
不
断
五
欲
而
能
得
見
諸
障
外
事
仏
告

阿
難
諦
聴
諦
聴
善
思
念
之
如
来
昔
在
者
闊
堀

山
及
余
住
処
已
広
分
別
一
実
之
道
今
於
此
処

為
未
来
世
諸
衆
生
等
欲
行
大
乗
無
上
法
者
欲

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
,
‘
.

•99,

'
‘999999999,

. 

学
普
賢
行
普
賢
行
者
我
今
当
説
其
憶
念
法
若

見
普
賢
及
不
見
者
除
却
罪
数
今
為
汝
等
当
広

分
別
阿
難
普
賢
菩
薩
乃
生
東
方
浄
妙
国
土
其

国
土
相
法
華
経
中
巨
広
分
別
我
今
於
此
略
而

解
説
阿
難
若
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
天

龍
八
部
一
切
衆
生
誦
大
乗
経
者
修
大
乗
者
発

大
乗
意
者
楽
見
普
賢
菩
薩
色
身
者
楽
見
多
宝

仏
塔
者
楽
見
釈
迦
牟
尼
仏
及
分
身
諸
仏
者
楽

得
六
根
清
浄
者
当
学
是
観
此
観
功
徳
除
一
囚
巴

諸
障
擬
見
上
妙
色
不
入
三
昧
但
誦
持
故
専
心

修
習
心
心
相
次
不
離
大
乗
一
日
至
三
七
日
得

見
普
賢
有
重
障
者
七
七
日
尽
然
後
得
見
復
有

重
者
一
生
得
見
復
有
重
者
二
生
得
見
復
有
重

者
一
一
一
生
得
見
如
是
種
種
業
報
不
同
是
故
異
説

普
賢
菩
薩
身
量
無
辺
音
声
無
辺
色
像
無
辺
欲

こ
の
瓦
経
片
の
復
原
上
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

第
一
に
、
こ
れ
は
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
の
第
一
枚
目

に
相
当
し
、
表
面
の
第
一
行
目
は
経
典
首
題
を
一
行
に
書
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
は
瓦
経
片
に
文
字
の
み
ら
れ
る
部

分
が
首
題
を
入
れ
て
四
行
目
に
相
当
し
、
こ
れ
に
対
す
る
裏
面

が
、
表
裏
共
に
十
五
行
書
写
と
す
る
と
二
十
七
行
目
に
相
当
す
る

か
ら
、
表
裏
合
致
す
る
と
い
う
理
由
に
よ
る
。

第
二
に
、
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
瓦
経
は
一
行
十
七
字

詰
、
表
裏
共
に
十
五
行
、
計
一
二
十
行
の
書
写
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。第

一
＝
に
、
こ
の
経
典
を
一
行
十
七
字
詰
に
割
り
つ
け
て
、
瓦
経

と
対
比
し
て
み
る
と
欠
損
部
で
あ
る
表
面
七
行
か
ら
裏
面
十
行

目
ま
で
の
間
で
瓦
経
の
方
が
二
字
多
く
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
、
ど
こ
か
の
箇
所
で
二
字
分
の
重
複
が
あ
る
の
か
、

あ
る
い
は
改
行
な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
生
し
た
も
の
か
は
明
確
で

な
い
。
し
た
が
っ
て
本
文
中
で
は
、
残
存
文
字
に
合
す
た
め
に

一
い
門
＿
で
も
っ
て
示
し
た
。

次
に
、
瓦
経
の
原
形
復
原
に
つ
い
て
試
み
る
。

先
ず
、
こ
の
瓦
経
に
ほ
縦
、
横
の
罫
線
は
み
れ
な
い
。
そ
こ
で

一
行
の
幅
の
計
測
が
約
一
糎
、
行
と
行
と
の
中
心
の
幅
が
約
一
・

五
糎
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
と
に
十
五
行
で
計
算
す
る
と
約
二
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②
 

①註 十
二

i
二
十
三
糎
、
そ
れ
に
両
縁
（
数
値
不
明
）
を
若
干
加
算
し

て
も
幅
約
二
十
五
糎
程
度
の
も
の
で
、
普
通
の
瓦
経
よ
り
小
形
で

あ
る
。つ

ぎ
に
、
縦
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
表
面
の
「
如
来
目
不
暫
捨
」

と
二
行
目
の
「
詞
薩
亦
従
座
起
」
の
六
字
及
び
裏
面
の
「
日
至
―
―
―

七
日
得
」
の
六
字
が
共
に
五
・
六
糎
で
あ
る
か
ら
、
一
行
十
七
字

詰
で
約
十
六
糎
、
そ
れ
に
上
下
端
の
縁
を
若
干
加
算
し
て
も
約
十

七
程
度
で
あ
る
か
ら
や
ほ
り
小
形
で
あ
る
。
厚
さ
も
九
粍
で
薄
手

で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
地
点
に
お
け
る
瓦
経
片
の
出
土
数
が
僅
か
一
点

で
あ
る
と
い
う
疑
問
も
当
然
あ
る
。
し
か
し
、
郷
土
史
家
で
あ
り

鳥
取
西
高
校
の
山
根
幸
恵
氏
も
こ
の
場
所
か
ら
五
輪
塔
や
宝
印
塔

の
出
土
の
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
さ
れ
て
い
る
新
聞
記
事
（
日
は
不

明
）
も
あ
る
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
信
す
る
よ
り
外
は
な

い
。
ま
た
倉
吉
市
大
日
寺
出
土
の
瓦
経
に
は
こ
の
型
式
も
も
の
は

遣
存
し
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
今
の
と
こ
ろ
法
華
経
の
結
経
に

あ
た
る
『
仏
説
観
普
賢
菩
薩
行
法
品
』
の
破
片
出
土
地
の
―
つ
に

挙
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
密
教
部
一
、
三

ニ
八
頁
、
昭
和
三
年
。

網
干
善
教
「
伯
者
大
日
寺
出
土
の
瓦
経
に
つ
い
て
」

『
関
西
大
学
文

明室慶

治町長

時時年

代代間

ーニ三四二三
四四七二 00四

学
論
集
』
第
二
八
巻
第
三
号
、
昭
和
五
四
年
。

網
干
善
教
「
瓦
経
資
料
解
説
」
『
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
紀

要
』
第
三
輯
、
昭
和
五
四
年
。

神
林
隆
浄
「
金
剛
頂
経
喩
伽
修
習
毘
慮
遮
那
三
摩
地
法
」
小
野
玄
妙

編
『
仏
典
解
説
大
辞
典
』
昭
和
八
年
。

④
高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
密
教
部
一
、
一

八
頁
、
昭
和
三
年
。

⑤
高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
一
八
巻
、
密
教
部
一
、
ニ

一

四

頁

、

昭

和

三

年

。

・

高
楠
順
次
郎
編
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
、
法
華
部
全
・
華
厳

部
上
、
三
八
九
頁
、
大
正
一
四
年
。

（
本
論
文
は
、
昭
和
五
十
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
、
一
般

研
究
C
「
瓦
経
の
復
原
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

(
-
―
二
頁
よ
り
続
く
）

⑥
 

③
 

豆

板

銀

永
楽
通
宝
（
模
鋳
銭
）

明
治
政
府
銅
貨

安

南

銭

鋸

銭

外
国
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
銭

判

読

不

明

銭
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